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Abstract
Are managers more prone to raise pets than rank-and-file? Al-
though there is much physiological, psychological, or psychosocial
research on the effect of raising pets on individuals in general, pa-
tients, inpatients, younger people, elderly, etc., there seems to be
little focus on managers who seem to have more stress in business
than non-managers. After reviewing the literature relevant and sur-
veys by Ministry of the Environment, we show the facts found in
the interviews toward ten managers incumbent with original ques-
tionnaire（Kusubayashi, 2017）. We found an intrigue fact through
the interviews. On the one hand, the managers who used to have
pets, i.e. do not have now, are likely to regard pets as his/her own
child. On the other, the managers who have pets now are not likely.






















































































に新しく飼う動物」（横山, 1996, pp. 166-167）である。新しく動物を飼うこ
とについて，人は，死んだ前の動物に対して悪いと思いがちであるかもしれ
ない。これに対して動物側はどうか。ローレンツ『人イヌにあう』「忠節と


















つの国際組織がある。１つは，ISAZ（The International Society for Anthro-
zoology : http : //www.isaz.net）であり，人と動物の相互作用に関する学術
誌『人と動物の関係学』（HAI : Human Animal Interaction）Anthrozoös
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出典：吉田（2015, p. 364）
表１ JAHA CAPP活動 小児病棟ATT訪問先病院リスト
を発刊している。もう１つは，IAHAIO（International Association of Hu-



















































福祉に関する倫理的な問題もある（Gunter, 1999, p. 80, 邦訳, p. 105）。
第１に，主として生理的な利点は以下のようである。
一般を対象とするものとして，動物とふれあうことによる血圧降下がある







効果（山崎・町沢, 1994），病棟における抑鬱の減少（Barker and Dawson,
1998），認知症治療における効果（加藤・渥美, 2002），境界性人格障害に対
する治療効果（佐藤ほか, 2003），脳血管性痴呆患者の運動機能の一部改善




（Kehoe, 1991 ; Banks and Banks, 2002），抑鬱の軽減（Folse et al.,









（Garrity et al., 1989）。また，高齢者のペットを飼っていることやペット
への好感度と，健康との関係について，ペットに関する変数が「気力」，自
己報告による「健康度」，と相関がある（Lago et al., 1989）。さらに，アル
ツハイマー患者の健康状態の変化（Edwards and Beck, 2002），孤独感の減
少（Banks and Banks, 2002），などがある。
子どもを対象とするものとして，ストレス軽減効果（Nagengast et al.,
1997），広汎性発達障害の感情表現が豊かになって集中力が上がる効果（Mar-





がって，無力間や劣等感に対する代償行為（Gunter, 1999, p. 141, 邦訳, p.
181）でもある。
第３に，主として社会的な利点は以下のようである。



















慢性精神病患者グループにおいて，ベックら（Beck et al., 1986）によれ
ば，小鳥の籠を置いた部屋でミーティングをするほうが，そうでない部屋よ
りも患者たちが活動に積極的に参加する。コーソンら（Corson et al., 1977）
によれば，情緒障害のある患者グループがアニマルセラピーによって感情面
の改善が見られた。ホルコムとミーチャム（Holcomb and Meacham, 1989）





















と対称的（ママ）である（表３）。」（松尾, 2012, p. 158）
さらに近年では，アニマルセラピーに比べて感染症のリスクが小さいロ




































































































○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×
× × × ○ ○ ○ × × × ×
× × × △ × × △ △ △ △
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ × △









































pp. 10-11, 邦訳, pp. 12-13），と。
したがって，この説明から，サンプル数などの制約はあるにせよ，楠林
（2017）による調査には一定の学術的意義を認めることができる。また，ロ
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